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迫る ‘終末、、 今こそ 25年の成果を

◎2008年度上半期報告ー一農村復興事業は最終段階

残務整理の責務を全うしたい

政変の激浪に揺れるペシャワール

PMS基地病院の再編人事を終えて

我が子伊藤和也ヘ

無題

表紙絵 「雪になった」（画・甲斐大策）

中村哲

中村哲

松永貴明

藤田千代子

村井光義

伊藤順子

伊藤みさと

ペシャワール会は、 1983年9月、中村哲医師のバキスタンでの医療活動を支援する目的で結成され

ました。彼の活動を支援するとともに、アジアの人々への理解を深めていきたいと願つています。
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戦
争
・
旱
魃
・
冬
将
軍
：
•
そ
れ
で
も
人
々
は
明
る
＜

迫
る
II

終
未
II

、
今
こ
そ
―

中

村

哲

-＋
li年
の
成
果
を

ー
用
水
路
第
三
期
工
事
と
と
も
に
沙
漠
の
開
拓
村
と
寺
子
屋
建
設
に
着
手

み
な
さ
ん
、

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
現
地
代
表
・

P
M
S
（
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
医
療
サ
ー
ビ
ス
）
病
院
総
院
長

お
元
気
で
し
ょ
う
か
。
日
本
は
師
走

の
た
だ
中
で
慌
し
い
時
期
か
と
思
い
ま
す
。
こ
ち
ら

も
、
十
二
月
六
日
に
イ
ー
デ
・
ク
ル
バ
ー
ン
（
犠
牲

祭
）
を
控
え
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
師
走
の
雰
囲
気
を
味
わ

え
ま
す
。
ア
フ
ガ
ン
中
の
家
庭
で
親
族
が
集
ま
り
、

最
大
の
祝
日
で
す
。
旧
約
聖
書
に
出
て
く
る
イ
ス
ラ

エ
ル
民
族
の
始
祖
イ
ブ
ラ
ヒ
ー
ム
（
ア
ブ
ラ
ハ
ム
）

が
、
最
愛
の
息
子
イ
サ
ク
を
神
の
命
に
従
っ
て
、
生

贄
に
捧
げ
よ
う
と
し
た
故
事
が
あ
り
ま
す
。
神
は
実

は
彼
の
忠
誠
を
試
し
た
の
で
あ
っ
て
、
結
局
、
イ
サほふ

ク
を
捧
げ
る
こ
と
を
止
め
さ
せ
、
代
わ
り
に
羊
を
居

ら
せ
た
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
日
ば
か
り
は
皆
着
飾
り
、
年
始
回
り
に
似
た

挨
拶
を
交
わ
す
行
事
が
あ
り
、
羊
を
居
っ
て
貧
者
へ

の
施
し
を
し
ま
す
。
メ
ッ
カ
巡
礼
、
信
心
を
守
る
勇

者
に
な
る
の
が
勧
め
ら
れ
る
の
も
こ
の
時
で
す
。
イ

ス
ラ
ム
教
徒
で
は
な
い
小
生
も
、
御
馳
走
に
あ
り
つ

け
ま
す
。

最
近
、
ア
フ
ガ
ン
全
土
と
。
ハ
キ
ス
タ
ン
北
西
辺
境

州
が
無
政
府
状
態
と
な
り
、
連
日
欧
米
軍
の
空
燦
で

多
数
の
人
々
が
死
に
、
そ
れ
に
対
抗
す
る
外
国
人
襲

撃
が
日
常
化
し
て
い
ま
す
。
毎
回
の
報
告
に
な
り
ま

か
ん
ば
つ

す
が
、
こ
れ
に
加
え
て
大
旱
魃
の
進
行
で
す
。
東
部

で
最
も
豊
か
な
穀
倉
地
帯
で
あ
っ
た
ス
ピ
ン
ガ
ル
山

麓
は
、
今
や
は
ば
完
全
に
沙
漠
化
し
、
鬼
気
迫
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
農
民
た
ち
は
、
や
む
な
く
職
を
求

め
て
町
に
下
り
て
来
ま
す
が
、
失
業
者
を
吸
収
す
る

程
の
ゆ
と
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
多
く
の
人
が
出
稼
ぎ

難
民
と
し
て
国
外
（
主
に
パ
キ
ス
タ
ン
と
イ
ラ
ン
）

に
出
た
り
、
報
酬
を
求
め
て
仕
方
な
く
国
軍
や
警
察

に
入
る
者
、
米
軍
関
係
の
仕
事
に
就
く
者
、
さ
ら
に

は
反
乱
勢
力
に
入
る
者
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

追
い
討
ち
を
か
け
る
の
が
冬
将
軍
で
す
。
ジ
ャ
ラ

ラ
バ
ー
ド
に
も
突
然
冬
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
十

一

月
二
十
日
、
初
雪
が
降
り
ま
し
た
。
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル

か
ら
見
上
げ
る
ケ
シ
ュ
マ
ン
ド
山
脈
が
真
っ
白
な
雪

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
普
段
な
ら
人
々
は
、
白
雪

を
見
て
小
躍
り
し
ま
す
。
し
か
し
、
と
ど
ま
る
所
を

知
ら
ぬ
河
川
の
水
位
の
低
下
、
地
下
水
位
の
下
降
が
、

人
々
の
間
に
絶
望
的
な
雰
囲
気
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。

何
か
の
終
末
さ
え
感
じ
さ
せ
ま
す
。

私
た
ち
の
作
業
現
場
（
ク
ズ
ク
ナ
ー
ル
地
方
）
は
、

今
や
数
少
な
い
残
さ
れ
た
オ
ア
シ
ス
地
帯
と
な
る
に

至
り
ま
し
た
。
水
路
工
事
を
始
め
た
頃
さ
え
、
こ

ん
な
に
周
囲
が
ひ
ど
く
な
る
と
は
、
夢
に
も
思
っ

て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。
二

0
0
0年
に
始
め
た

P 水位の異常下降により河床が露出したクナール河の取水口
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用
水
路
は
間
も
な
く
第
二
期
工
事
を
終
え
て
、
ガ

肝
心
の
事
業
の
方
は
、
八
月
の
事
件
以
後
、
日
本

人
ワ
ー
カ
ー
の
退
去
に
よ
っ
て
、

一
時
的
に
大
き
な

影
響
を
受
け
ま
し
た
。
特
に
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の

P

M
S
基
地
病
院
は
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。
し
か
し
、

医
療
関
係
を
除
け
ば
、
ア
フ
ガ
ン
人
職
貝
百
数
十
名
、

作
業
員
四

0
0
名
、
は
つ
ら
っ
と
仕
事
を
進
め
て
い

ま
す
。

沙
漠
開
墾
を
射
程
に
第
三
期
工
事
間
も
な
く
開
始

M
S
飲
料
水
源
確
保
事
業
、
約
千
五
百
の
井
戸
の
う

ち
、
今
半
分
以
上
が
涸
れ
、
農
地
に
至
っ
て
は
、
壊

滅
状
態
で
す
。
こ
の
冬
を
ど
う
や
っ
て
生
き
延
び
る

か
、
人
々
は
必
死
な
の
で
す
。

時
々
日
本
の
ニ
ュ
ー
ス
が
届
き
ま
す
が
、
遠
い
遠

と
ざ

い
お
伽
の
世
界
の
よ
う
に
思
え
ま
す
。

事
件
だ
け
を
羅
列
す
れ
ば
、
暗
い
こ
と
ば
か
り
で

す
が
、
現
地
に
居
れ
ば
不
思
議
と
、
悲
壮
な
気
分
が

湧
い
て
き
ま
せ
ん
。
周
り
が
余
り
に
楽
天
的
だ
か
ら

で
す
。
空
腹
を
抱
え
た
イ
ー
ド
（
祝
日
）
で
あ
っ
て

も
、
暗
い
顔
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
の
で
す
。
い

や
普
段
よ
り
も
い
っ
そ
う
楽
し
そ
う
に
、
祝
日
を

迎
え
ま
す
。
ま
る
で
何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う

に
、
羊
を
売
買
す
る
市
が
立
ち
、
貧
富
や
貴
賎
を
問

わ
ず
、
無
一
物
の
テ
ン
ト
生
活
者
か
ら
富
豪
に
至
る

ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
の
事
情
に
応
じ
て
準
備
に
余

念
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ン
ベ
ー
リ
ー
沙
漠
横
断
の
第
三
期
工
事
が
始
ま
り
ま

す
。
十
一
月
に
は
既
に
分
水
路
が
沙
漠
の

一
部
を
潤

し
始
め
、
人
々
は
驚
喜
し
ま
し
た
。
第
三
期
工
事
は

事
実
上
、
農
業
計
画
と
一
体
化
し
た
開
墾
事
業
で

す
。
こ
れ
に
備
え
、
沙
漠
の
砂
防
林
の
植
樹
が
始
ま

り
ま
し
た
。
幅
百
メ
ー
ト
ル
、
延
々
三
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
に
及
ん
で
十
五
万
本
が
植
え
ら
れ
ま
す
。
マ
ド
ラ

サ
（
伝
統
的
な
寺
子
屋
）
の
建
設
も
、
「
来
春
開
校
」

を
地
域
に
伝
え
、
イ
ー
ド
と
共
に
、
「
良
き
知
ら
せ
」

と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
信
心
は
食
物
と
同
じ

よ
う
に
人
々
の
糧
な
の
で
す
。

今
年
も
目
ま
ぐ
る
し
い
年
と
な
り
、
多
く
の
出
来

事
が
あ
り
ま
し
た
。
詳
し
く
は
上
半
期
の
年
度
報
告

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
お
そ
ら
く
、
来
夏
は
今
年
を
上

回
る
混
乱
が
予
測
さ
れ
ま
す
が
、
事
業
に
時
あ
り
、

助
け
る
に
時
あ
り
、
今
を
除
い
て
役
に
立
つ
機
会
は

な
い
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
お
そ
ら
く
今
冬
が

P
M
S

の
史
上
最
大
規
模
の
挑
戦
、
か
つ
用
水
路
事
業
の
最

終
段
階
と
な
り
ま
す
。

今
年
の
餓
死
・
凍
死
者
は
数
十
万
人
を
超
え
る
と

噂
さ
れ
て
い
ま
す
。
暗
け
れ
ば
こ
そ
明
か
り
を
灯
し
、

寒
け
れ
ば
こ
そ
暖
を
と
る
価
値
が
あ
り
ま
す
。
全
て

の
人
を
助
け
る
の
は
不
可
能
で
す
が
、
せ
め
て
目
前

に
あ
る
人
々
の
生
命
を
保
証
し
、
以
て
平
和
の
何
た

る
か
を
証
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

日
本
に
あ
っ
て
祈
り
を
あ
わ
せ
、
変
わ
ら
ぬ
暖
か

い
関
心
を
抱
い
て
く
れ
る
皆
さ
ん
に
、
心
か
ら
感
謝

し
ま
す
。
良
い
ク
リ
ス
マ
ス
と
お
正
月
を
お
迎
え
く

九
州
大
学
医
学
部

卒
。
専
門
11

神
経

内
科
（
現
地
で
は

内
科
・
外
科
も
こ

な
す
）
。
国
内
の
病
院
勤
務
を
経
て
、
一
九
八
四

年
パ
キ
ス
タ
ン
北
西
辺
境
州
の
州
都
ペ
シ
ャ
ワ
ー

ル
に
赴
任
。
以
来
二
十
三
年
に
わ
た
り
ハ
ン
セ
ン

病
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
計
画
を
柱
に
し
た
、
貧
民
層
の

診
療
に
携
る
。

一
九
八
六
年
か
ら
は
ア
フ
ガ
ン
難

民
の
た
め
の
事
業
を
開
始
、
ア
フ
ガ
ン
北
東
山
岳

部
に
三
つ
の
診
療
所
を
設
立
。
九
八
年
に
は
碁
地

病
院

P
M
S
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
建
設
。
ま
た
病

院
・
診
療
所
で
患
者
を
待
つ
だ
け
で
な
く
、
パ
キ

ス
タ
ン
北
部
山
岳
地
帯
の
診
療
所
を
拠
点
に
巡
回

診
療
も
行
っ
て
い
る
。
二

0
0
0
年
以
降
は
、
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
襲
っ
た
大
旱
魃
対
策
の
た
め
の

水
源
確
保

（井
戸
掘
り
・
カ
レ
ー
ズ
の
復
旧
。
作

業
地
千
四
百
ヶ
所
以
上
）
事
業
を
実
践
。
さ
ら
に

0
二
年
春
か
ら
ア
フ
ガ
ン
東
部
山
村
で
の
長
期

的
復
輿
計
画
「
緑
の
大
地
計
画
」
を
継
続
、

0
三

年
三
月
か
ら
は
灌
漑
水
利
計
画
に
着
手
、

0
七
年

三
月
第
一

期
工
事
完
成
。
年
間
診
療
数
約
六
万
人

（二

0
0
七
年
度
）
。

だ
さ
い
。

平
成
二
十
年
十
二
月

中
村
哲

ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
に
て
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七
月
以
来
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
治
安
が
急
速
に
悪

化
。
伊
藤
君
の
事
件
（
八
月
二
十
六
日
）
の
前
後
か

ら
、
そ
れ
ま
で
既
に
北
西
辺
境
州
全
体
に
蔓
延
し
て

い
た
反
政
府
諸
派
の
活
動
が
活
発
化
、
同
時
に
欧
米

軍
の
越
境
爆
撃
が
激
し
く
な
っ
た
。
病
院
周
辺
で
も

警
察
に
対
す
る
襲
撃
が
日
常
化
し
、
要
人
と
外
国
人

の
拉
致
事
件
が
多
発
し
た
。
郊
外
は
完
全
に
無
政
府

状
態
で
、
こ
の
状
態
が
続
け
ば
北
西
辺
境
州
全
体
が

内
戦
の
渦
に
間
も
な
く
巻
き
込
ま
れ
る
。

こ
の
た
め
、
女
性
ワ
ー
カ
ー
ニ
名
を
九
月
中
に
帰

国
さ
せ
、
十
月
末
ま
で
に
、
村
井
、
杉
山
、
藤
田
の

三
名
を
残
務
整
理
に
残
し
て
、
全
員
が
引
き
上
げ
た
。

残
る
三
名
も
十
一
月
五
日
ま
で
に
帰
国
し
た
。
ア
フ

ガ
ン
人
職
員
十
三
名
が
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
側
へ
転
出
、

そ
れ
ま
で
会
計
な
ど
重
要
な
役
を
果
た
し
て
き
た
パ

キ
ス
タ
ン
人
キ
リ
ス
ト
教
徒
職
員
ら
も
三
名
が
辞
職
、

こ
れ
ま
で
の
病
院
機
能
は
事
実
上
「
、
ヒ
状
態
に
陥
っ

①

P
M
S
病
院
（
パ
キ
ス
タ
ン
・
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル

ー．医療関係とワーカー派遣

| I 

ぺ 村農 2

ンャ 諜1 復5 
ヮ ゜八I／ 興ノ‘ J ¥ 

盆 題事芦
符衣 は業iま上醤

診療塁 段最終冒
賞の
哲 再建 階

I I 

新
政
府
の
方
針
で
、
家
庭
出
産
が
通
常
の
農
村
部

で
分
娩
室
設
置
の
要
請
を
す
る
な
ど
、
無
体
な
要
求

が
多
々
あ
っ
た
が
、
何
と
か
折
り
合
い
を
つ
け
継
続

さ
れ
て
い
る
。
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
基
地
病
院
に
い
た

ア
フ
ガ
ン
人
医
療
職
員
の
転
出
で
、
機
能
的
に
強
化

②
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所

既
に
管
理
不
可
能
に
な
っ
て
い
た
ラ
シ
ュ
ト
診
療

所
（
チ
ト
ラ
ー
ル
）
は
、
九
月
、
正
式
に
閉
鎖
さ
れ

て
人
員
を
整
理
、
パ
キ
ス
タ
ン
州
政
府
の

B
H
u

（
マ
ス
ツ
ジ
地
方
診
療
所
）
に
譲
渡
さ
れ
た
。

こ
の
態
勢
で
残
し
得
る
の
は
、
外
来
機
能
の
み
と

判
断
し
、
現
在
パ
キ
ス
タ
ン
人
医
師
二
名
、
看
護
士

六
名
、
薬
局
二
名
、
検
査
二
名
で
、
辛
う
じ
て
外
来

診
療
だ
け
が
行
わ
れ
て
い
る
。
当
面
こ
の
態
勢
を
続

け
る
が
、
主
力
で
あ
っ
た
ア
フ
ガ
ン
人
医
療
職
員
が

去
り
つ
つ
あ
る
現
在
、
質
の
低
下
は
否
め
な
い
。

「
日
本
人
ワ
ー
カ
ー
が
戻
れ
る
ま
で
続
け
て
、
い
ず

れ
復
興
」
と
い
う
意
見
も
あ
ろ
う
が
、
余
り
に
悪
条

件
が
重
な
っ
て
い
る
。
仮
に
日
本
人
ぬ
き
で
一
般
診

療
が
続
け
ら
れ
て
も
、
ハ
ン
セ
ン
病
と
類
似
障
害
の

診
療
が
等
閑
視
さ
れ
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
う

な
る
と
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
林
立
す
る

一
般
病
院
と

競
合
し
て
存
在
す
る
こ
と
が
、
ど
れ
ほ
ど
の
意
義
が

あ
る
か
疑
問
で
、
も
は
や
初
志
が
失
わ
れ
る
。
い
ず

れ
思
い
切
っ
た
処
置
が
必
要
と
さ
れ
よ
う
。
（
次
項

③
参
照
）

、
J

O
f
 

六
月
三
十
日
に
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
渓
谷
で
記
録
的
な

土
石
流
が
発
生
、
同
渓
谷
を
横
断
す
る
主
水
路
を
約

2
．
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路

い
ず
れ
建
て
直
し
が
図
ら
れ
る
。
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル

は
上
述
の
よ
う
に
余
り
に
悪
条
件
が
多
い
の
で
、
ジ

ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
側
で
現
在
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

来
年
の
最
大
懸
案
の
ひ
と
つ
と
な
る
。

③
ハ
ン
セ
ン
病
診
療
機
能
の
見
通
し

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

数回の土石流により改修を重ね安定した用水路P地区
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レ

、

ー

路

71ナ
ー

J
¥＼

ギ
水

，
 

｀
 

ワイ工

シェイ

........分水路

● PMS!紺漑地
:,(' 

既存の耕作地

= PMS用水路
＿ 道路
I I 
lkm 

至ジャララバード

シギ

四
百
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
埋
め
つ
ぶ
し
、
百
二
十

メ
ー
ト
ル
の
サ
イ
フ
ォ
ン
管
を
閉
塞
、
逆
流
が
水
路

上
流
内
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ん
だ
。
一
時
は
絶

望
的
と
思
わ
れ
た
が
、
盛
り
土
水
路
の
一
部
を
切
り

崩
し
て
排
水
し
、
難
を
避
け
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
エ

期
が
遅
れ
た
も
の
の
、
工
事
の
際
に
不
注
意
で
自
然

し
ゅ
ん
せ
つ

土
石
流
路
を
閉
塞
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
、
浚
渫
作

業
と
共
に
、
抜
本
的
な
大
改
修
が
ニ
ヶ
月
を
か
け
て

行
わ
れ
た
。

第二期工事要図

ま
た
、
今
夏
は
局
所
的
な
集
中
豪
雨
が
各
所
で
起

き
、
災
害
予
防
対
策
に
重
点
が
お
か
れ
た
。
結
論
的

に
は
、
大
土
石
流
は
サ
イ
フ
ォ
ン
ま
た
は
幅
の
大
き

な
橋
で
水
路
上
を
通
過
さ
せ
、
岩
盤
沿
い
の
中
小
規

模
の
も
の
は
水
路
内
に
取
り
込
む
の
が
最
適
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
設
計
を
大
幅
に
見
直
し
、
貯
水
池
・
遊

水
地
を
増
や
し
、
防
災
林
の
造
成
を
各
所
で
行
っ
た
。

中
小
の
土
石
流
路
は
い
っ
た
ん
緩
流
化
し
て
取
り
込

む
方
式
を
採
用
、
有
効
性
を
確
認
し
た
。
こ
れ
で
長

500~ 600町歩の田畑を潤すシギ分水路。橋も開通した

期
使
用
に
耐
え
得
る
も
の
と
な
っ
た
。

な
お
、
昨
年
度
に
築
造
さ
れ
た
シ
ェ
イ
ワ
取
水
口

と
関
連
河
道
の
回
復
は
、
夏
の
洪
水
と
冬
の
渇
水
に

耐
え
う
る
こ
と
を
確
認
、
同
用
水
路
の
村
々
は
安
定

し
た
。
ベ
ス
ー
ド
用
水
路
の
取
水
口
も
一
一
度
目
の
改

修
を
行
い
、
農
業
用
水
の
安
定
供
給
が
行
わ
れ
て
い

る。
今
年
の
河
川
の
異
常
低
水
位
は
、
長
老
た
ち
も
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
も
の
で
、
ア
チ
ン
郡
、
ロ
ダ
ト
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郡
、
ソ
ル
フ
ロ
ッ
ド
郡
、
ツ
ア
プ
ラ
ハ
ル
郡
な
ど
、

か
つ
て
ア
フ
ガ
ン
東
部
で
豊
か
な
穀
倉
地
帯
を
な
し

て
い
た
ス
ピ
ン
ガ
ル
山
麓
は
軒
並
み
沙
漠
化
し
、
鬼

気
迫
る
も
の
が
あ
る
。

十
一
月
末
現
在
、
水
路
工
事
の
進
行
状
況
と
成
果

は
以
下
の
と
お
り
。
（
詳
細
別
表
）

①
主
水
路

P

区
間
（
取
水
口
か
ら
約
十
九
•
五
キ

ロ
地
点
）
が
難
工
事
の
挙
旬
に
十
一
月
中
に
完
成
、

次
い
で

Q
区
間
（
約
一
キ
ロ
）
が
十
二
月
中
に
完

成
予
定
。

Q
区
間
は
実
際
に
は
大
貯
水
池
の
連
続

と
な
り
、
集
中
豪
雨
対
策
を
兼
ね
て
い
る
。

②

k
分
水
路
（
シ
ェ
イ
ワ
第
二
分
水
路
）
ニ
計
約

一
・
八
キ
ロ
が
七
月
初
旬
に
完
成
、
約
六
百
町
歩

が
回
復
し
た
。

③

0

分
水
路
（
シ
ギ
分
水
路
）
こ
約
一
•
六
キ
ロ

が
十
一
月
二
十
日
に
完
成
、
推
定
約
五
百
ー
六
百

町
歩
が
新
た
に
灌
漑
に
浴
す
る
。
同
地
は
ガ
ン
ベ

ー
リ
ー
沙
漠
の
末
端
に
当
た
り
、
シ
ギ
村
の
生
産

力
は
倍
増
す
る
。
更
に
分
水
路
延
長
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。

④
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
の
取
水
口
改
修
i

最
終

工
事
か
ら
二
年
を
経
て
安
定
し
て
い
る
が
、
将
来

予
測
さ
れ
る
異
常
低
水
位
に
備
え
、
十
一
月
十
五

日
か
ら
十
二
月
＝
一
日
ま
で
最
後
の
改
修
工
事
を
終

え
た
。

⑤
第
三
期
工
事
の
ガ
ン
ベ
ー
リ
ー
沙
漠
横
断
水
路

は
、
十
月
最
終
測
量
を
完
了
、
ル
ー
ト
を
決
定
し

た。

0
八
年
十
二
月
か
ら
着
工
す
る
。
主
水
路
の

長
さ
ニ
・
八
キ
ロ
、
分
水
路
を
張
り
巡
ら
せ
て
千

数
百
町
歩
の
開
墾
を
可
能
と
す
る
。
（
詳
細
別
表
）

十
二
月
に
農
業
計
画
は
い
っ
た
ん
中
断
予
定
で
あ

っ
た
が
、
担
当
の
伊
藤
和
也
氏
が
八
月
二
十
六
日
に

武
装
し
た
四
人
組
に
襲
わ
れ
て
死
亡
、
予
定
を
早
め

て
関
係
者
を
帰
国
さ
せ
、
十
一
月
十
五
日
を
以
て
五

年
半
続
い
た
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
農
業
試
験
場
を
閉
鎖
し

'

J

 0
 

f
 次
に
述
べ
る
「
自
立
定
箸
村
」
が
今
後
、

P
M
S

の
農
業
事
業
と
灌
漑
事
業
と
を
一
体
化
し
て
継
続
さ

れ
る
。
こ
れ
ま
で
の
主
な
成
果
は
、
茶
の
栽
培
の
可

能
性
を
実
証
し
た
こ
と
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
普
及
事
業
、

日
本
米
の
導
入
に
よ
る
収
量
の
増
加
、
簡
単
な
サ

イ
レ
ー
ジ
の
普
及
や
燕
麦
に
よ
る
冬
の
飼
料
増
産
の

試
み
、
ソ
ル
ゴ
ー
や
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
の
普
及
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
る
。

4
．
自
立
定
着
村

来
春
に
も
潅
水
が
可
能
と
な
る
ガ
ン
ベ
ー
リ
ー
砂

漠
地
帯
で
の
開
拓
事
業
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
灌

漑
・
農
業
事
業
を
事
実
上
統
合
し
、
か
つ
最
後
の
仕
上

げ
と
な
る
。
ま
た
用
水
路
の
維
持
・
補
修
は
、
恨
代
か

ら
世
代
へ
と
受
け
継
が
れ
る
も
の
で
、
き
わ
め
て
長

期
の
ケ
ア
を
要
す
る
。
訓
練
さ
れ
た
作
業
員
や
職
貝

を
定
住
さ
せ
、
一
種
の
職
能
集
団
を
置
か
ね
ば
二
十

数
キ
ロ
に
及
ぶ
水
路
保
全
は
不
可
能
だ
と
思
え
る
。

3
．
農
業

二
0
0
三
年
に
始
ま
っ
た
用
水
路
建
設
・
農
業
事

業
の
最
終
的
な
段
階
で
あ
り
、
二
十
互
年
の
総
仕
上

げ
だ
と
考
え
て
も
よ
い
。

①

0
八
年
十
一
月
ま
で
に
約
三
百
五
十
町
歩
の
農

業
予
定
地
を
確
保
、
現
在
境
界
を
め
ぐ
ら
し
、
職

員
を
優
先
し
て
開
拓
農
家
を

P
M
S
内
部
で
募
っ

て
い
る
。

②
十
一
月
三
十
日
、
二
百
所
帯
（
約
二
千
人
）
の

居
住
琶

(
T
地
区
こ

Q
地
区
末
端
よ
り
ニ
・
八
キ

ロ
地
点
、
取
水
口
か
ら
二
十
三
・
一
ニ
キ
ロ
地
点
） 15万本の苗木植林が始まった砂防林造成地
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③
 

2009年3月完成予定のマドラサ（伝統的寺子屋）

を
決
定
、
隔
壁
の
工
事
が
開
始
さ
れ
た
。

砂
防
林
な
し
に
ガ
ン
ベ
ー
リ
ー
沙
漠
の
開
拓
は

で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
現
地
固
有
種
の
ガ
ズ
、
ユ

ー
カ
リ
な
ど
、
乾
燥
に
強
い
裔
木
を
約
十
五
万
本
、

幅
五
十
＼
百
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
ニ
・
五
キ
ロ
に
わ

た
っ
て
植
樹
す
る
。
七
月
か
ら
育
苗
を
始
め
て
準

備
、
十
一
月
三
十
日
、
植
樹
が
開
始
さ
れ
た
。

① 

5
．
そ
の
他

マ
ド
ラ
サ
（
寺
子
屋
）
建
設
二
丹
々
会
報
で
述

べ
て
き
た
よ
う
に
、
ア
フ
ガ
ン
農
村
共
同
体
は
マ

ド
ラ
サ
な
し
に
成
り
立
た
な
い
。
建
設
中
の
マ
ド

ラ
サ
は
、
併
設
の
モ
ス
ク
で
六
百
人
以
上
の
礼
拝

が
で
き
、
学
校
で
六
百
名
の
学
童
た
ち
が
学
べ
る
。

地
域
の
も
め
ご
と
の
解
決
に
も
不
可
欠
で
、
人
口

が
急
増
し
た
ク
ズ
ク
ナ
ー
ル
全
域
を
束
ね
る
地
域

の
中
心
と
な
る
。

本
格
的
な
工
事
は
三
月
に
始
ま
っ
た
が
、
九
月

ま
で
に
基
礎
及
び
床
面
工
事
を
完
了
、
十
月
か
ら

壁
面
工
事
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。
天
井
の
仕
上

げ
が
十
二
月
に
始
ま
り
、
来
年
一
月
か
ら
内
装
の

段
階
に
入
る
。
二

0
0
九
年
三
月
に
開
校
す
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
に
あ
ふ
れ
る

孤
児
た
ち
や
極
貧
の
家
庭
の
子
弟
た
ち
に
も
、
教

育
の
機
会
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

②
帰
国
し
た
日
本
人
ワ
ー
カ
ー
の
う
ち
、
松
永
が

十
一
月
二
十
五
日
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
に
戻
り
、
会

計
・
事
務
作
業
の
整
理
に
当
た
っ
て
い
る
。

③
ク
ナ
ー
ル
河
の
対
岸
も
渇
水
が
深
刻
で
あ
る
。

特
に
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
近
郊
で
ベ
ス
ー
ド
郡
に
並

ん
で
大
苔
な
カ
マ
地
域
（
約
四
千
町
歩
）
は
、
冬

小
麦
の
生
育
が
絶
望
的
だ
と
見
ら
れ
て
い
る
。
今

の
と
こ
ろ

P
M
S
は
静
観
し
て
い
る
が
、
他
団
体

や
ア
フ
ガ
ン
政
府
の
動
き
が
な
け
れ
ば
直
ち
に
取

水
口
の
緊
急
補
修
に
の
り
だ
す
予
定
で
あ
る
。

第三期工事概要

場所；アフガニスタン国ニングラハル州シギ地方・ガンベーリー沙漠

工期； 2008年 12月～ 2009年6月

工事区間の長さ； 2.8キロメートル

工事区間の名称； S区間(1.5キロメートル）、T区間(1.3キロメートル）

流量；最大毎秒 2.5トン(1日約 20万トン）

受益面積；約 1500町歩

用水路のエ種；蛇篭エ、柳枝エ（水路沿い挿し木、約 2万本）

工事の内容；

1.主水路； 2.8キロメートル

2.予定分水路； 10ヶ所、計 10キロメートル

3. PMS開墾地の整地作業（面積； 350歩）
4.農作業員の簡易宿泊施設(150所帯）

5.コンクリート構造物：サイフォン(20メートル） X 1、橋 X5 
＊ 

6.樹林帯（防風・防砂林） ；ユーカリ、ガズ、ビエラ 幅 50メートル、長さ 2.5キロメートル、約 15万本
＊ガズは、アフガニスタンの乾燥地で植林されるマツに似た高木。ビエラは乾燥に強い低木で荒地に自生するもの。
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二
ヶ
月
ぶ
り
の
パ
シ
ュ
ト
ゥ
語

◎
ワ
ー
カ
ー
遍
信

灌
漑
用
水
路
事
務
担
当

松
永
貴
明

カ
ー
ブ
ル
空
港
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
た
め
な
の
か
、
チ

ケ
ッ
ト
を
持
っ
て
な
い
ア
フ
ガ
ン
人
は
到
着
ロ
ビ
ー
の
あ

る
建
物
に
近
づ
け
な
い
。
だ
か
ら
、
迎
え
に
来
て
く
れ
た

ス
タ
ッ
フ
に
会
う
た
め
に
は
、
三
十
キ
ロ
以
上
の
重
い
荷

物
を
持
っ
て
、
え
っ
ち
ら
ほ
っ
ち
ら
数
百
メ
ー
ト
ル
離
れ

た
駐
車
場
エ
リ
ア
ま
で
歩
い
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。へ
と
へ
と
に
な
り
な
が
ら
駐
車
場
に
近
づ
い
て
く
る
と
、

通
行
人
の
検
問
（
外
か
ら
空
港
施
設
に
入
っ
て
く
る
人
だ

け
が
対
象
）
を
や
っ
て
い
る
場
所
に
人
だ
か
り
が
見
え
て

き
た
。
人
だ
か
り
の
な
か
で
背
の
高
い
見
覚
え
の
あ
る
顔

が
手
を
振
っ
て
い
る
の
を
確
認
。
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
事

務
所
の
サ
ブ
ー
ル
だ
。
検
問
の
脇
を
通
り
過
ぎ
る
と
、
向

こ
う
か
ら
も
近
づ
い
て
き
た
。
事
務
所
の
守
衛
長
マ
シ
ョ

ッ
ク
、
生
意
気
な
若
い
ド
ラ
イ
バ
ー
の
ザ
イ
ヌ
ラ
も
い
た
。

抱
擁
と
握
手
を
交
わ
し
、

「
ア
ッ
サ
ラ
ー
ム
・
ア
レ
イ
ク
ム
、
サ
ン
ガ
イ
ェ
、
ハ
イ

ェ
、
ジ
ョ
ー
リ
イ
ェ
、
タ
ク
ラ
イ
ェ
」

と
パ
シ
ュ
ト
ゥ
語
で
挨
拶
を
交
わ
し
た
。

残
務
整
理
の
責
務
を

全
う
し
た
い

ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
ヘ
は
国
際
赤
十
字
の
飛
行
機
に
乗

っ
て
移
動
。
宿
舎
に
着
く
と
、
守
衛
の
マ
マ
・
ジ
ャ
ン

が
、
お
お
ー
、
と
感
嘆
の
声
を
発
し
な
が
ら
抱
擁
し
て
く

る
。
握
手
、
挨
拶
に
続
い
て
、
ま
た
も
や

「
日
本
は
ど
う
だ
っ
た
。
ご
両
親
は
。
兄
弟
は
。
友
達
は

…
…
」ホ
ン
ト
に
み
ん
な
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
く
る
。
百
人
近

い
ス
タ
ッ
フ
と
再
会
す
れ
ば
、
百
回
同
じ
こ
と
の
繰
り
返

し
。
中
に
は
、
腰
は
ど
う
だ
良
く
な
っ
た
か
、
と
持
病
の

腰
痛
に
つ
い
て
心
配
し
て
く
れ
る
者
も
あ
れ
ば
、
日
本
で

結
婚
し
て
こ
な
か
っ
た
の
か
、
と
余
計
な
こ
と
を
言
う
奴

も
い
る
し
、
チ
ャ
ク
ニ
（
香
菜
と
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
和
え
物
。

松
永
さ
ん
の
好
物
）
が
来
た
、
と
わ
け
の
わ
か
ら
ん
こ
と

た
ま
り
に
た
ま
っ
た
会
計
作
業

ちょうど三つあった荷物をその三人が一っずつ

強奪してくれたおかげで、手ぶらになり楽になっ

た。車の方へ歩きながら、彼らが話しかけてくる

「日本はどうだった。ご両親は。兄弟は。友達は

……」

休暇から戻るといつもみんながみんな同じこと

を言ってくる。このニヶ月間も休暇だと思ってい

たのかも。

「ジャララバードはどうだ。寒くないか。仕事は

うまくいってるか。問題はないか……」

私も負けじとパシュトゥ語で応酬する。ふと気

づく。意外とすんなりパシュトゥ語がDから出て

きた。ニヶ月間も使ってなかった言葉なのに。

＊ ▼ 

う対お当寄附
‘象送会
おとりは を
願な下盆法
いりさ し
いまっ て
たせとを だく
しん←持
ま o寄付た さ
す。予ーなる
めしぃ皆→，,つ
←ぃ届意 さ
了て ま
承は 団へ

頂税金体 ▼ 
き—
ま旦で

すよのす。

を
言
っ
て
喜
ん
で
い
る
奴
も
い
た
。
あ
あ
、
こ
れ
が
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
な
ん
だ
、
自
分
は
戻
っ
て
来
た
ん
だ
、
と
し

み
じ
み
と
思
っ
た
。

着
い
た
翌
日
か
ら
、
さ
っ
そ
く
仕
事
を
聞
始
。
た
ま
り

に
た
ま
っ
た
約
三
ヶ
月
分
の
会
計
デ
ー
タ
と
に
ら
め
っ
こ
。

十
分
な
引
き
継
ぎ
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
仕
方
な

い
と
言
え
ば
そ
う
だ
け
ど
、
引
き
上
げ
時
に
感
じ
た
不
安

が
的
中
。
大
き
な
ミ
ス
は
な
い
も
の
の
、
小
さ
な
ミ
ス
が

た
っ
ぷ
り
。
ま
あ
、
こ
れ
も
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
。

イ
—
ド
休
み
も
返
上

ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
に
戻
っ
て
き
て
一
週
間
が
経
ち
、
調

子
が
乗
っ
て
き
た
と
こ
ろ
に
、
明
後
日
か
ら
イ
ー
ド
休
み

が
約
一
週
間
だ
と
い
う
。
た
ま
り
に
た
ま
っ
た
仕
事
が
あ

る
の
で
、
そ
の
ま
ま
宿
舎
で
仕
事
を
続
け
る
と
思
う
。
休

み
が
明
け
る
と
現
場
で
は
再
び
突
貫
工
事
が
始
ま
る
よ
う

だ
。
そ
の
前
に
、
精
を
つ
け
て
も
ら
お
う
と
羊
を
―
一
頭
買

っ
て
、
カ
バ
ブ
を
や
ろ
う
か
と
企
画
中
だ
。

今
年
は
悲
し
い
こ
と
が
あ
っ
た
。
あ
の
と
き
、
撤
退
し

た
ワ
ー
カ
ー
た
ち
は
日
本
で
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
み
始
め

て
い
る
と
聞
く
。
自
分
は
こ
こ
に
戻
っ
て
来
る
し
か
能
が

な
か
っ
た
。
い
つ
ま
で
、
こ
こ
に
留
ま
れ
る
か
は
わ
か
ら

な
い
。
だ
か
ら
、
で
き
る
だ
け
の
こ
と
を
、
で
き
う
る
限

り
や
っ
て
い
く
つ
も
り
だ
。
そ
れ
が
ア
フ
ガ
ン
人
ス
タ
ッ

フ
や
住
民
に
対
す
る
責
任
だ
と
思
う
。
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ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
か
ら
帰
国
し
て
一
ヶ
月
が
過
ぎ
よ
う
と

し
て
い
る
。

こ
こ
数
年
、
病
院
の
進
退
に
つ
い
て
数
回
方
針
が
変
わ

る
中
、
最
終
的
に
今
年
七
月
国
際

N
G
o
へ
の
登
録
が
決

ま
り
、
九
月
中
旬
に
は
病
院
で
パ
キ
ス
タ
ン
と
日
本
と
の

合
同
理
事
会
を
持
ち
、
登
録
手
続
き
が
始
め
ら
れ
る
予
定

だ
っ
た
。
今
こ
う
し
て
日
本
で
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
書
い

て
い
て
も
、
そ
れ
が
た
っ
た
数
ヶ
月
前
の
こ
と
だ
っ
た
と

は
思
え
な
い

。
そ
れ
程
に
。
ハ
キ
ス
タ
ン
の
治
安
情
勢
の
悪

化
は
激
し
さ
を
増
し
て
い
た
。

数
ヶ
月
前
、
米
国
の
圧
迫
に
よ
り
強
行
さ
れ
た
と
言
わ

れ
て
い
る
、
。
ハ
キ
ス
タ
ン
軍
に
よ
る
自
治
区
の
武
装
勢
力

（
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
内
で
ア
メ
リ
カ
軍
や

N
A
T
O
軍
を

攻
撃
し
て
い
る
武
装
勢
力
が
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
近
郊
の
自
治

区
に
い
る
と
さ
れ
て
い
る
）
の
掃
討
作
戦
は
誰
も
が
認
め

る
よ
う
に
、
形
ば
か
り
の
も
の
だ
っ
た
。
私
逹
の
病
院
が

あ
る
北
西
辺
境
州
、
そ
れ
も
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
す
ぐ
隣
の

地
区
で
戦
闘
が
始
ま

っ
た
と
報
道
さ
れ
て
い
た
が
、
病
院

の
近
く
の
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
空
港
で
の
戦
闘
機
の
離
着
陸
は

殆
ど
な
く

（二

0
0
一
年
米
国
に
よ
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

攻
撃
時
は
離
着
陸
時
私
達
の
宿
舎
の
窓
が
し
ば
し
ば
振
動

急速に悪化したペシャワールの治安

p 
政M 

s 亦冬； ペの
シ激

院 ャ浪

［ ワにl揺
藤 ルれ
田 る
千
代
子

し
そ
の
音
を
不
吉
な
思
い
で
聞
い
て
い
た
）
、
病
院
の
誰

も
が
、
こ
れ
は
政
府
が
取
り
あ
え
ず
米
国
の
要
求
を
満
た

す
為
に
行
っ
た
、
形
だ
け
の
戦
闘
だ
と
言
っ
て
い
た
。
か

つ
て
軍
人
だ
っ
た
病
院
の
イ
ク
ラ
ム
ラ
事
務
長
は
「
軍
隊

が
同
胞
に
対
し
て
爆
撃
す
る
の
で
は
ど
う
し
て
も
士
気
が

あ
が
ら
な
い
だ
ろ
う
」
と
も
言
っ
て
い
た
。

し
か
し
九
月
、
大
統
領
交
代
の
前
後
か
ら
北
西
辺
境
州

の
中
で
も
特
に
ス
ワ
ッ
ト
地
区
、
バ
ジ
ョ
ワ
ー
ル
地
区
で

は
国
内
避
難
民
が
数
十
万
人
出
る
と
い
う
本
格
的
な
戦
闘

に
な

っ
て
い
っ
た
。
私
達
が
帰
国
す
る
前
は
、
ペ
シ
ャ
ワ

ー
ル
に
あ
る
カ
ッ
チ
ャ
ガ
レ
イ
・
ア
フ
ガ
ン
難
民
キ
ャ
ン

プ
跡
地
（
ア
フ
ガ
ン
難
民
が
立
ち
退
い
た
直
後
に
ブ
ル
ド

ー
ザ
ー
で
潰
さ
れ
た
広
大
な
更
地
）
に
も
新
た
な
国
内
避

難
民
が
テ
ン
ト
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
た
。

ス
ワ
ッ
ト
の

ミ
ン
ゴ
ー
ラ
近
く
か
ら
来
て
い
る
病
院
の
職
員
が
い
る
が
、

彼
も
家
族
を
避
難
さ
せ
た
。
現
地
の
新
聞
に
よ
る
と
米
国

に
よ
る
辺
境
地
で
の
戦
闘
訓
練
支
援
計
画
で
米
軍
人
が
数

十
名
実
際
に
戦
闘
に
入
っ
て
訓
錬
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

自
治
区
で
の
政
府
軍
の
攻
撃
が
激
し
く
な
る
に
比
例
し

て
反
政
府
軍
の
活
動
も
ま
た
活
発
に
な
り
、

警
察
や
官
僚
、

政
府
関
連
の
建
物
な
ど
が
次
々
と
襲
薬
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
私
達
の
身
辺
も
だ
ん
だ
ん
騒
が
し
く
な
っ
て
来
た
。

病
院
の
す
ぐ
前
に
あ
る
警
察
の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ス
ト
に
詰
め

て
い
た
ポ
リ
ス
が
一
名
殺
害
さ
れ
、
残
っ
た
ボ
リ
ス
が
病

院
に
避
難
し
て
来
た
。
翌
日
警
察
か
ら
夜
間
だ
け
院
内
に

い
さ
せ
て
欲
し
い
、
ま
た
病
院
ゲ
ー
ト
横
の
二
階
の
職
員

宿
舎
ベ
ラ
ン
ダ
に
警
察
の
夜
勤
者
を
詰
め
さ
せ
た
い
と
の

要
求
が
来
た
が
、
病
院
職
員
や
患
者
が
巻
き
込
ま
れ
る
こ

と
を
避
け
断
っ
た
。
夜
間
は
殆
ど
毎
日
、
病
院
周
辺
で
は

撃
ち
合
い
が
あ
っ
た
。

治
安
当
局
よ
り
、
外
国
人
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
が

難
し
い
の
で
、
病
院
内
に
日
本
人
は
居
住
し
な
い
よ
う
に

ー

，

り人．四
女性患者の治療をする藤田看護部長 (PMS基地病院）

と
の
厳
し
い
達
し
が
あ
り
、
ワ
ー
カ
ー
七
名
が
病
院
か
ら

車
で
二
十
分
く
ら
い
の
所
に
あ
る
宿
舎
で

一
緒
に
生
活
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
な
る
と
今
度
は
日
本
人
七
名
固

ま

っ
て
の
通
勤
が
心
配
に
な
り
、
病
院
の
近
く
の
も

っ
と

安
全
な
所
へ
と
引

っ
越
す
必
要
が
あ

っ
た
。
九
月
、
宿
舎

の
移
転
を
済
ま
せ
た
翌
日
、
私
逹
の
元
の
術
舎
か
ら
の
通

勤
路
上
で
ア
フ
ガ
ン
大
使
が
誘
拐
さ
れ
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が

そ
の
場
で
射
殺
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
起
き
た
。
治
安
当

局
か
ら
は
病
院
や
宿
舎
か
ら
の
外
出
時
は
設
衛
を
つ
け
る

の
で
、
そ
の
度
に
警
察
へ
連
絡
す
る
よ
う
に
と
の
達
し
も

来
た
。
数
回
護
衛
を
付
け
た
が
こ
れ
で
は
か
え
っ
て
外
国

人
で
あ
る
こ
と
を
周
り
に
知
ら
し
め
て
い
る
感
も
あ
り
、

私
達
に
同
行
す
る
現
地
職
員
を
も
危
険
な
状
態
に
巻
き
込

む
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
た
。
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患
者
と
ス
タ
ッ
フ
の
行
く
末

こ
の
よ
う
に
パ
キ
ス
タ
ン
の
治
安
は
悪
化
す
る
ば
か
り

で
改
善
の
兆
し
は
全
く
な
い
状
態
と
な
り
、
病
院
の
日
本

人
ワ
ー
カ
ー
の
全
員
引
き
上
げ
の
決
定
が
下
さ
れ
た
。

十
月
初
旬
の
断
食
明
け
の
イ
ー
ド
祭
後
、
中
村
先
生
よ

り
病
院
の
全
職
員
へ
、
治
安
悪
化
に
よ
る
十
月
中
の
日
本

人
ワ
ー
カ
ー
全
員
の
引
き
上
げ
、
そ
れ
に
よ
る
病
院
機
能

の
縮
小
が
説
明
さ
れ
た
。

病
院
は
イ
ー
ド
明
け
よ
り
外
来
診
療
の
み
と
な
り
、
ハ

ン
セ
ン
病
患
者
の
受
け
入
れ
体
制
を
残
し
、
そ
の
他
疾
患

の
入
院
機
能
は
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
ま
で

P
M
S

で
ケ
ア
し
て
来
た
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
類
似
す
る
神
経
障
害

に
よ
る
手
足
の
創
傷
を
も
つ
患
者
は
手
当
に
来
る
の
で
、 回診中のジア副院長 （右端。 PMS基地病院）

む
げ
に
断
る
わ
け
に
も
行
か
ず
、
人
院
治
療
を
続
行
し
た
。

病
院
機
能
縮
小
11
外
来
患
者
の
み
の
診
療
に
な
る
の
で

午
後
か
ら
仕
事
の
な
い
職
員
が
出
た
。
余
剰
人
員
の
調
整

は
大
き
な
懸
念
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
職
員
の
誰
も
が

日
本
人
ワ
ー
カ
ー
の
い
な
く
な
っ
た
後
の
病
院
の
体
制
を

考
え
た
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
よ
る
不
安
を
開
さ
な
い
職
員
も

い
た
。
中
で
も
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
職
員
が
日
本
人
職

員
が
い
る
間
に
退
戦
し
た
い
と
申
し
出
、
ア
フ
ガ
ン
人
職

員
で
退
職
又
ぱ
‘
ジ
ャ
ラ
ラ
バ

ー
ド
ヘ
の
異
動
を
申
し
出
る

者
も
い
た
。
ア
フ
ガ
ン
人
達
の
頼
り
と
す
る
副
院
長
で
あ

る
ア
フ
ガ
ン
人
ジ
ア
医
師
が
七
月
よ
り
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド

事
務
所
の
仕
事
に
張
り
つ
け
に
な
っ
て
お
り
、
病
院
勤
務

が
殆
ど
不
可
能
な
状
態
が
続
い
て
い
て
、
更
に
私
達
が
居

な
く
な
っ
た
後
、
パ
キ
ス
タ
ン
人
に
よ
る
運
営
体
制
に
不

安
感
を
募
ら
せ
て
い
た
。
現
在
の
よ
う
に
州
や
国
の
治
安

が
悪
化
し
、
更
に
経
済
破
た
ん
状
態
に
な
る
と
、
一
般
の

人
逹
の
怒
り
が
彼
ら
少
数
派
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
や
ア
フ
ガ

ン
人
達
に
向
け
ら
れ
る
こ
と
が
容
易
に
想
像
で
き
た
。
こ

れ
が
も
し
日
本
で
自
分
の
身
の
匝
り
で
起
き
た
と
し
た
ら
、

私
は
と
の
よ
う
に
行
動
す
る
だ
ろ
う
か
と
考
え
た
り
し
た
。

家
族
を
食
べ
さ
せ
る
た
め
精
一
杯
の
生
活
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
に
、
隣
国
か
ら
の
難
民
が
い
る
。
隣
国
で
は
旱
魃
で

作
物
が
取
れ
な
い
、
更
に
戦
争
が
あ
る
。
こ
ん
な
時
私
達

は
ど
の
よ
う
に
行
動
す
る
だ
ろ
う
か
。

一
回
、
二
回
と
職
員
調
整
で
退
職
を
申
し
渡
す
度
に
、

当
人
は
も
ち
ろ
ん
他
の
職
員
逹
の
表
情
は
固
く
な
っ
て
い

く
。
今
回
の
縮
小
で
退
職
せ
ざ
る
を
得
な
い
職
員
に
関
し

て
は
数
ヶ
月
の
生
活
は
必
ず
保
障
す
る
と
の
約
束
通
り
、

勤
務
年
数
に
よ
り
ニ
ヶ
月
か
ら
最
長
は
六
ヶ
月
分
の
退

職
金
支
払
い
を
実
行
し
た
。
更
に
通
常
の
退
職
時
に
そ
れ

ま
で
の
勤
務
態
度
な
ど
に
よ
っ
て
支
給
の
有
無
、
支
給
割

合
が
決
め
ら
れ
る
病
院
か
ら
の
積
立
金
も
全
退
職
者
に
支

＊
会
報
の
発
送
等
の
通
信
費
に
、
年
間
数
百
万
円
か
か

っ
て
お
り
ま
す
。
未
使
用
の
切
手
・

書
き
損
じ
の
ハ

ガ
キ
等
お
送
り
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。（
使
用

済
み
ハ
ガ
キ
・
切
手
は
受
け
付
け
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
ご
理
解
下
さ
い
）

＊

一
部
地
域
の
方
々

へ
の
会
報
は
「
料
金
別
納
郵
便
」

で
お
送
り
し
て
お
り
ま
す
が、

そ
の
際
も
料
金
の
代

わ
り
と
し
て
未
使
用
切
手
で
支
払
っ
て
お
り
ま
す
。

▼
未
使
用
の
切
手
、
ハ
ガ
キ
を
！
▼

給
し
た
。
こ
ん
な
日
々
の
中
救
わ
れ
る
思
い
が
し
た
の
は
、

こ
れ
ら
の
退
職
金
で
、
あ
る
者
は
小
さ
な
雑
貨
店
の
開
業

準
備
を
早
速
す
す
め
、
病
院
で
洗
濯
の
仕
事
を
し
て
い
た

者
は
家
族
が
持
っ
て
い
る
洗
濯
店
の
拡
張
を
計
画
し
て
い

た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

退
職
、
異
動
を
合
わ
せ
る
と
総
勢
二
十
七
名
が
病
院
を

去
っ
た
。

副
院
長
の
ジ
ア
医
師
が
不
在
な
の
で
大
急
ぎ
で
イ
ク
ラ

ム
ラ
事
務
長
に
運
営
を
引
き
継
ぎ
、
薬
品
の
準
備
も
し
っ

か
り
出
来
て
い
な
い
状
態
で
帰
同
し
た
が
、
外
来
患
者
の

診
療
は
何
と
か
滞
り
な
く
維
持
し
て
い
る
様
子
で
あ
る
。

パ
キ
ス
タ
ン
も
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
も
、
経
済
的
な
事
情

か
ら
医
療
を
受
け
ら
れ
な
い
人
達
が
大
勢
い
る
こ
と
は
以

前
と
変
わ
ら
な
い
。
そ
の
中
で
、
両
国
が
こ
れ
か
ら
ど
う

な
っ
て
行
く
の
か
を
思
う
と
気
が
重
く
な
る
が
、
こ
こ
数

年
の
パ
キ
ス
タ
ン
に
絶
望
感
を
募
ら
せ
て
い
る
イ
ク
ラ
ム

ラ
事
務
長
と
「
そ
れ
で
も
希
望
を
持
っ
て
祈
り
な
が
ら
様

子
を
見
よ
う
」
と
毎
日
、
毎
日
話
し
て
来
た
。

日
本
各
地
で
、
現
地
で
働
く
私
達
ワ
ー
カ
ー
の
安
全
を

祈
っ
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
方
々
に
、
感
謝
の
気
持
ち
を

伝
え
た
い
。
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現
地
人
ス
タ
ッ
フ
が
直
面
し
た
雇
用
問
題

十月六日午後、中村先生は全職員に治安悪化の

ため日本人ワーカー全員の無期限一時帰国を伝え

られた。そして今後職員数名の解雇が生ずること、

見通しのつかない病院の行く末のため、辞職を希

望する職貝は各部署の責任者に伝えるようにとも

話された。いずれの場合も退職時には数力月分の

補償を約束された。これは日本人不在に加え、主

にジャララバード事務所業務の立て直しをする副

院長ジア先生のジャララバード異動、過去一年間

学校に通い看護士助手、薬剤士助手の資格を取得

する職員四名のフルタイム就業復帰により、職員

一人あたりの仕事星が減るためだ。最後に、今後

も今までと同じように患者のために働くことを厳

命され、中村先生自身は残り、PMSは現地ペシ

ャワールに存在意義がある限り活動を続けること

を約束された。

七日以降、何度か会計職員二人は日本人帰国後

の不安を私に伝えた。もし理不尽な事態が起きた

とき、日本人が去れば誰も彼らを守ってくれない
ただ

という。お金を扱う部署は只でさえ他の人から好

p 
p 

M M 
s 
基
再 s

喜冨
編基

拿悶
闘当 を院

i 
終の
え
て

ま
れ
な
い
の
に
、
ま
し
て
彼
ら
は
パ
キ
ス
タ
ン
で
少
数
派

の
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
。
今
ま
で
も
注
意
し
た
時
や
、

彼
ら
に
と
っ
て
不
都
合
な
病
院
の
決
定
に
際
し
、

「
ど
う

せ
僕
た
ち
は
：
．
」
と
事
実
に
沿
わ
な
い
理
由
を
言
い
弱
い

面
を
見
せ
て
い
た
。
イ
ス
ラ
ム
教
徒
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
を

蔑
ろ
に
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
ど
ん
な
場
所
で

も
互
い
に
共
通
の
も
の
が
あ
る
と
や
は
り
心
を
通
わ
し
や

す
い
。
そ
の
点
で
は
、
少
数
派
の
弱
い
立
場
と
い
う
も
の

が
確
実
に
あ
る
よ
う
だ
。
パ
キ
ス
タ
ン
で
は
キ
リ
ス
ト
教

徒
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
作
り
助
け
合
っ
て
暮
ら
し
て
い

る
。
仕
事
に
対
し
て
は
堅
実
で
あ
る
。
事
務
職
員
は
患
者

と
直
に
接
す
る
機
会
が
少
な
い
た
め
、
自
分
の
仕
事
が

一

体
何
に
役
立
っ
て
い
る
の
か
不
安
に
な
る
こ
と
も
多
々
あ

っ
た
だ
ろ
う
が
、
過
去
十
年
間
、
日
本
人
会
計
責
任
者
が

三
名
替
わ
る
な
か
、
主
に
給
料
作
り
、
会
計
報
告
、
市

場
調
査
を
続
け
、
患
者
の
た
め
に
働
い
て
き
た
。
そ
し
て

十
六
日
、
彼
ら
は
辞
職
の
意
を
私
に
伝
え
た
。

P
M
S
で

働
く
こ
と
に
よ
っ
て
給
料
を
も
ら
い
家
族
を
養
う
彼
ら
に
、

日
本
か
ら
守
り
続
け
る
な
ど
軽
々
し
く
言
え
な
い
。

十
四
名
が
辞
職
、
十
三
名
が
異
動

日本人の現場での役割は、彼らが自信を持てな

い考えや思いの背中を押すこと、現地と日本の方

法をうまく融合させ、より現場に合った方法を一

緒に編み出すこと、寄付していただいたお金を現

地で最大限に活かすことなどと思っていた。様々

な民族、宗教、あるいは国籍がある中で、生活基

盤がここにないことは彼らの身に成りきれない、

彼らを心底理解し得ない欠点と思っていたが、今
II 

回唯いるだけで緩衝材のような存在になり得ると

いう良い点があることを知った。

最終的に職員十四名の解雁または辞職、アフガ

＊ ▼ * ▼ 
たが字はご郵が納一郵>だ→，• が‘寄
けざ<....に郵付 便払 記載送郵部地

ればいじ便局を込 さし域
まんぉ れての

大畠す゚ だ力‘送票まお方の
りらりのすり々変
楷書 ‘は下記のまへ更
か かコさ入ですは「

りですピ ご °発［f しま分れ 1 たつ ,1了差出 つ
す゚ かてが 分承 い
り塁9塁か下合 て
や りさ▼
すしま払ゃいに
くっS づすい °代

<....らの込！ ぃ
記いでみ し

入場合 ‘用 ▼ 喜贔い文紙

ン
人
職
貝
十
一
二
名
の
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
異
動
と
な
っ
た
。

退
職
時
の
給
料
や
異
動
に
関
す
る
混
乱
は
全
く
な
く
粛
々

と
す
す
ん
だ
。
あ
る
職
員
は
明
日
か
ら
の
不
安
、
心
配
を

抱
え
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ

て
く
れ
た
。
現
地
の
人
々
、
現
地
職
員
に
対
し
真
摯
で
あ

り
続
け
た
こ
と
が
理
解
に
繋
が
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

会
計
に
つ
い
て
は
、
予
期
さ
れ
る
食
糧
な
ど
必
需
品
を

半
年
分
ほ
ど
買
い
た
め
、
数
力
月
分
の
給
料
を
準
備
し
た

上
で
看
護
士
―
一
人
と
イ
ク
ラ
ム
ラ
事
務
長
に
業
務
を
引
き

継
い
だ
。
急
造
で
は
あ
っ
た
が
、
先
日
十
一
月
分
の
会
計

報
告
書
を
受
信
、
今
の
と
こ
ろ
給
料
や
支
出
に
対
す
る
支

払
に
問
題
は
な
い
と
明
る
い
声
で
連
絡
を
受
け
た
。
張
り

切
っ
て
い
る
こ
と
は
嬉
し
い
が
、
緩
衝
材
の
な
い
今
気
が

か
り
な
の
は
職
員
同
士
の
摩
擦
だ
。

帰
国
後
、
日
本
に
在
る
流
れ
と
、
あ
ま
り
に
も
少
な
い

現
地
情
報
の
た
め
、
み
ん
な
の
感
情
、
状
況
を
容
易
に
知

る
こ
と
が
で
き
ず
辛
い
が
、
今
は

P
M
S
を
離
れ
た
職
員

を
は
じ
め
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
暮
ら
す

人
々
が
家
族
と
平
穏
な
日
々
を
送
れ
る
こ
と
を
祈
り
、
日

本
で
自
分
の
で
き
る
か
た
ち
で
支
援
し
て
い
き
た
い
。
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我
が
子

母

伊

藤

順

子

よ

り

伊
藤
和
也
ヘ

和
也
へ
手
紙
な
ん
て
書

い
た
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
最
初
で
最
後
の
手
紙
を
書
き
ま
す
。
我
慢

し
て
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

母
は
い
つ
も
言

っ
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
・
新
聞
等

で
報
道
さ
れ
て
い
る
青
年
は
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
農

業
指
導
員
の
伊
藤
和
也
さ
ん
で
、
私
の
息
子
伊
藤
和

也
で
は
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
と
。

五
年
前
、
い
き
な
り
「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
行
っ

て
く
る
。
ど
ん
な
処
か
何
を
す
る
の
か
知
り
た
け
れ

ば
こ
の
本
を
読
め
ば
い
い
」
と
中
村
先
生
の
本
を
差

し
出
し
ま
し
た
ね
。
何
を
言

っ
て
い
る
の
か
、
ど
う

な
る
の
か
、
理
解
す
る
間
も
な
く
二
週
間
後
に
出
発

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
と
和
也
の
会
話
は
細
か
い

こ
と
は
無
し
。
い
つ
も
結
論
だ
け
だ
っ
た
よ
う
な
気

も
し
ま
す
。
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
お
母
さ
ん
に
言
わ
れ
る

の
が
い
や
だ
っ
た
ん
だ
よ
ね
。
さ
ん
ざ
ん
子
供
の
頃

に
言
わ
れ
続
け
た
か
ら
ね
。

最
初
に
か
か
っ
て
き
た
電
話
で
「
何
を
食
べ
て
い

る
の
。
お
な
か
を
す
か
せ
て
い
な
い
か
。
病
気
は
し

な
い
か
。
」
等
。
今
思
う
と
随
分
失
礼
な
こ
と
聞
き

ま
し
た
。
和
也
は
「
お
母
さ
ん
お
母
さ
ん
が
想
像

す
る
よ
う
な
貧
し
い
国
で
は
な
い
よ
。
こ
の
国
に

は
多
勢
の
人
た
ち
が
生
活
し
て
い
る
。
ち
ゃ
ん
と
食

べ
て
い
る
し
、
み
ん
な
が
食
べ
る
も
の
は
自
分
も
食

べ
る
事
が
で
き
る
。
そ
ん
な
失
礼
な
考
え
捨
て
て
く

れ
」
と
。
こ
の
時
か
ら
和
也
の
事
は
心
配
し
な
い
様

に
し
ま
し
た
。

帰
っ
て
き
て
も
、
父
も
母
も
仕
事
に
追
わ
れ
て
い

ま
し
た
の
で
、
ゆ
っ
く
り
話
も
出
来
ま
せ
ん
で
し
た

ね
。
た
だ
覚
え
て
い
る
の
は
、
「
孫
の
顔
は
見
れ
る

の
か
」
と
聞
い
た
と
き
「
そ
ん
な
平
凡
な
生
活
は
考

え
て
い
な
い
。
み
さ
と
、
佑
介
に
頼
ん
で
く
れ
。
も

し
も
の
こ
と
が
あ
れ
ば
こ
の
身
体
を
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
に
埋
め
て
も
ら
う
か
ら
」
と
。

「
冗
談
じ
ゃ
な
い
。
お
ま
え
は
日
本
人
。
な
に
が
あ

っ
て
も
我
家
に
戻
っ
て
こ
な
け
れ
ば
だ
め
だ
。
そ
ん

な
こ
と
に
な

っ
た
ら
お
か
あ
さ
ん
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
に
行
き
、
掘
り
返
し
て
で
も
、
引
き
ず

っ
て
で
も

つ
れ
て
く
る
」
。
き

っ
と
和
也
は
こ
の
事
を
覚
え
て

い
て
、
山
の
中
で

一
人
置
き
去
り
に
さ
れ
た
時
、
「
自

分
は
こ
の
ま
ま
ア
フ
ガ
ン
の
土
に
な
っ
て
も
い
い
け

れ
ど
、
あ
の
母
の
こ
と
。
大
騒
ぎ
し
て
連
れ
戻
し
に

く
る
だ
ろ
う
か
ら
、
み
ん
な
に
迷
惑
が
か
か
る
の
で
、

ど
う
か
早
く
見
つ
け
て
母
の
元
に
こ
の
身
体
届
け

て
く
だ
さ
い
」
と
村
人
に
お
願
い
し
て
く
れ
た
ん
だ

よ
く
和
也
・
み
さ
と
・
佑
介
三
人
の
誕
生
日
に
母

が
手
作
り
ケ
ー
キ
を
作
り
ま
し
た
ね
。
泡
だ
て
器
で

よ
ね
。

一
生
懸
命
卵
白
を
泡
だ
て
、
ま
だ
電
子
レ
ン
ジ
が
無

か

っ
た
の
で
鍋
で
ス
ポ
ン
ジ
を
焼
き
ま
し
た
。
う
ま

く
ス
ポ
ン
ジ
が
膨
ら
む
時
も
あ
れ
ば
、
失
敗
し
て

硬
い
ス
ポ
ン
ジ
に
な

っ
て
し
ま
う
時
も
あ
り
ま
し

た
。
で
も
家
族
八
人
で
大
騒
ぎ
し
な
が
ら
、
ロ
ー
ソ

ク
に
火
を
つ
け
、
火
を
消
し
、
伊
藤
家
に
生
ま
れ
て

来
て
く
れ
て
有
難
う
、
健
康
で
元
気
に
育
っ
て
く
れ

て
有
難
う
っ
て
お
祝
い
し
ま
し
た
。
じ
き
に
和
也
の

誕
生
日
十

一
月
十
九
日
が
来
ま
す
。
で
も
伊
藤
和
也

さ
ん
は
い
つ
ま
で
た

っ
て
も
享
年
一
二
十

一
歳
で
す

っ

て
。
享
年
て
な
ん
だ
。
な
ん
で
享
年
な
ん
て
付
く
ん

だ
。
我
が
子
伊
藤
和
也
は
今
年
は
三
十
二
歳
に
な
り
、

来
年
は
三
十
三
歳
に
な
り
ま
す
。
母
の
命
あ
る
限
り

和
也
も
屈
も
歳
を
璽
ね
て
い
き
ま
す
。
今
年
の
誕
生

日
に
は
、
久
し
ぶ
り
に
ケ
ー
キ
を
作
っ
て
や
れ
と
み

さ
と
と
佑
介
に
言
わ
れ
ま
し
た
。
和
也
が
食
べ
て
く

れ
れ
ば
、
ど
ん
な
に
忙
し
く
て
も
、
ど
ん
な
に
疲
れ

て
い
て
も
作
り
ま
す
。
で
も
た
だ
お
供
え
す
る
だ
け

の
ケ
ー
キ
を
作
る
の
か
と
思
う
と
。

こ
の
間
、
ワ
ー
カ
ー
の
皆
さ
ん
が
訪
ね
て
き
て
く

れ
ま
し
た
。
彼
た
ち
が
家
に
入
っ
て
き
た
と
た
ん
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
匂
い
が
し
ま
し
た
。
い
つ
も
和
也

が
帰
っ
て
き
た
時
と
同
じ
匂
い
が
。
本
当
な
ら
和
也

も
と
思
う
と
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
少
し

恥
ず
か
し
そ
う
に
う
つ
む
苔
か
げ
ん
に
話
す
彼
ら
に

「
無
事
で
い
て
く
れ
て
よ
か

っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
元

気
で
幸
せ
に
な

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
願
わ
ず
に
は
い

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
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試験農場で収穫したサッマイモを手にする子供たち

（撮影 ・伊藤和也氏）

和
也
の
事
件
を
中
学
校
の
社
会
の
時
間
や
道
徳
の

時
間
に
取
り
上
げ
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。
中
に
は
感

想
を
書
い
て
送
っ
て
く
れ
た
学
校
も
あ
り
ま
し
た
。

今
度
の
事
で
お
母
さ
ん
を
常
に
守
っ
て
く
れ
た
方
が

「
お
母
さ
ん
、
和
也
く
ん
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
は

子
供
た
ち
が
食
べ
物
に
困
ら
な
い
よ
う
に
種
を
蒔
い

た
け
れ
ど
、
日
本
の
子
供
達
に
は
、
豊
か
な
国
に
育

っ
た
自
分
に
何
が
出
来
る
か
、
何
を
し
た
ら
い
い
か
、

そ
ん
な
事
を
考
え
る
事
も
大
事
だ
よ
と
心
に
種
を
蒔

い
た
ね
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
事
言
わ
れ
た

ら
照
れ
る
よ
ね
。
和
也
そ
ん
な
大
そ
れ
た
こ
と
考
え

て
い
な
い
よ
ね
。
で
も
子
供
達
が
将
来
ひ
と
り
で
も

花
を
咲
か
せ
て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
ね
。
子
供
の
こ

ろ
は
宿
題
の
作
文
ひ
と
つ
書
く
こ
と
を
嫌
っ
て
い
た

よ
ね
。
で
も
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
志
望
動
機
の
文
幸

は
す
ば
ら
し
い
よ
。
初
め
て
昔
め
て
や
り
ま
す
。

あ
ん
ま
り
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
書
く
と
う
る
さ
い
っ
て

怒
ら
れ
そ
う
で
す
の
で
、
最
後
に
し
ま
す
。

和
也
は
父
と
母
が
結
婚
し
て
す
ぐ
に
授
か
り
ま
し

た
。
母
は
ま
だ
母
に
な
る
準
備
が
出
来
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
自
分
が
ま
だ
子
供
で
し
た
の
で
、
随
分
和

也
も
周
り
の
家
族
も
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
か
ら
寝
ぐ
ず
を
と
て
も
言
う
子
で
し
た
。
眠
く
な

る
と
昼
で
も
夜
で
も
大
泣
き
を
し
ま
す
。
そ
う
な
る

と
大
変
。
夜
中
に
父
の
運
転
で
母
が
お
前
を
だ
っ
こ

し
、
深
夜
ド
ラ
イ
ブ
を
毎
日
の
様
に
し
ま
し
た
。
で

も
年
子
の
み
さ
と
が

産
ま
れ
る
と
不
思
議

と
治
り
ま
し
た
。
兄

と
な
っ
た
こ
と
が
わ

か

っ

た

ん

で

し

ょ

う
ね
。
佑
介
が
産
ま

れ
る
と
「
男
の
子
だ
。

弟
が
出
来
た
」
と
喜

ぴ

一
層
お
兄
さ
ん
ら

し
く
な
り
ま
し
た
ね
。

伊
藤
の
家
で
も
袴

田
の
家
で
も
初
孫
で

し
た
の
で
本
当
に
み

ん
な
に
か
わ
い
が
ら

れ
ま
し
た
。
お
じ
い

ち
ゃ
ん
は
い
つ
も
和
也
を
一
輪
車
に
乗
せ
て
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
用
意
し
て
く
れ
た
お
菓
子
と
飲
み
物
を

も
っ
て
畑
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
よ
ね
。
で

も
和
也
の
事
を
一
番
か
わ
い
が
り
理
解
し
て
い
た
の

は
父
だ
と
思
い
ま
す
。
男
の
子
が
生
ま
れ
た
と
職
場

で
聞
い
て
、
急
い
で
病
院
に
顔
を
見
に
き
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
父
親
に
「
り
っ
ば
な
子

供
。
我
が
家
の
誇
り
だ
」
な
ん
て
い
っ
て
も
ら
え
る

な
ん
て
、
和
也
幸
せ
で
す
ね
。
う
ら
や
ま
し
い
で

す
。
こ
ん
な
事
が
あ
っ
て
、
父
の
酒
昼
が
増
え
ま
し

た
。
身
体
と
心
が
心
配
で
す
。
和
也
か
ら
少
し
お
酒

を
控
え
る
よ
う
言

っ
て
く
だ
さ
い
。

で
は
い
つ
も
の
よ
う
に
言
う
か
ら
ね

元
気
で
ね

身
体
に
気
を
つ
け
て
ね

今
度
は
い
つ
帰
れ
る
の

お
か
あ
さ
ん
の
い
る
時
電
話
し
て
よ

こ
の
ご
ろ
佑
介
の
こ
と
「
和
也
和
也
」
と
呼
ん

で
「
ま
た
間
違
え
て
る
」
と
笑
い
な
が
ら
怒
ら
れ

和

也

平

和

な

り

和

な

り

よ
う
に
あ
な
た
は
育
ち
ま
し
た
ね

返
事
を
し
て
く
れ
な
い
笑
顔
の
あ
な
た
に

母

の

命

が

あ

る

限

り

和

也

び
か
け
ま
す

和
也
ま
す

追
伸
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い

和
也

と
呼

名
前
の
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八
月
二
十
六
日
、
十
四
時
。
会
社
に
母
親
か
ら
の

電
話
が
き
た
。
「
み
い
ち
ゃ
ん
落
ち
着
い
て
聞
い
て

ね
、
お
兄
ち
ゃ
ん
が
誘
拐
さ
れ
た
」
。
あ
の
日
か
ら

私
は
ま
だ
一
歩
も
動
け
ず
に
い
ま
す
。

両
親
が
共
働
き
で
い
つ
も
忙
し
く
し
て
い
た
け
ど

「
お
兄
ち
ゃ
ん
」
が
産
ま
れ
た
時
か
ら
一
緒
だ
っ
た

の
で
私
が
一
人
ば
っ
ち
で
寂
し
い
思
い
を
す
る
こ
と

は

一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
番
古
い
記
憶
は

佑
介
が
産
ま
れ
る
と
き
の
こ
と
。
兄
は
弟
が
欲
し
い
、

私
は
妹
が
欲
し
い
と
言
っ
て
瞳
嘩
を
し
て
、
男
の

子
だ
と
わ
か
っ
た
と
き
は
本
当
に
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

偏
食
が
ひ
ど
か
っ
た
子
供
の
頃
は
食
事
の
時
間
が
大

嫌
い
で
し
た
。
食
べ
物
を
残
す
と
父
親
に
怒
ら
れ
る

の
で
「
お
兄
ち
ゃ
ん
こ
れ
食
べ
て
」
と
こ
っ
そ
り
渡

し
て
、
だ
か
ら
た
ま
に
風
邪
な
ど
ひ
い
て
食
卓
に
兄

が
い
な
い
と
私
の
お
皿
は
山
盛
り
の
ま
ま
。
唯
一
天

敵
の
白
ア
ス
パ
ラ
以
外
は
何
で
も
食
べ
て
く
れ
ま
し

た
。
小
学
校
に
入
っ
て
か
ら
は
毎
週
土
曜
日
ス
イ
ミ

ン
グ
ス
ク
ー
ル
に
通
い
ま
し
た
。
た
ま
に

二
人
で
サ

無

題

伊

藤

み

さ

と

ボ
っ
た
と
き
は
母
親
に
バ
レ
な
い
よ
う
に
家
の
洗
面

所
で
水
着
と
タ
オ
ル
を
濡
ら
し
て
、
だ
い
た
い
ズ
ル

イ
こ
と
を
考
え
つ
く
の
は
妹
。
兄

一
人
だ
っ
た
ら
何

の
工
作
も
し
な
い
で
母
親
に
怒
ら
れ
て
も
ヒ
ョ
ウ
ヒ

ョ
ウ
と
し
て
い
た
で
し
ょ
う
。
お
兄
ち
ゃ
ん
は
や
っ

ぱ
り
「
お
兄
ち
ゃ
ん
」
で
、
二
段
ベ
ッ
ド
の
場
所
取

り
も
、
お
菓
子
を
選
ぶ
の
も
下
の
私
達
に
譲
っ
て
く

れ
て
い
ま
し
た
。
両
親
が
出
か
け
て
し
ま
っ
て
兄
弟

三
人
で
留
守
番
を
し
た
夜
に
「
キ
ョ
ン
シ
ー
」
を
テ

レ
ビ
で
見
て
、
恐
く
な
っ
て
三
人
で
く
っ
つ
い
て
い

た
ら
急
に
京
都
で
買
っ
て
き
た
木
刀
を
持
っ
て
き
て

「
も
し
キ
ョ
ン
シ
ー
が
来
て
も
こ
れ
で
戦
う
か
ら
大

丈
夫
」
と
言
っ
て
安
心
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
は
お
互
い
一
人
暮
ら
し
を

始
め
て
顔
を
会
わ
す
こ
と
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

何
年
か
し
て
ま
た
一
緒
に
生
活
を
始
め
た
と
思
っ
た

ら
、
あ
る
日
突
然
近
所
に
で
も
遊
び
に
行
く
よ
う
な

口
ぶ
り
で
「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
行
っ
て
来
る
」
と

言
っ
て
出
か
け
て
い
き
ま
し
た
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

に
何
を
し
に
行
く
の
か
、
ど
う
い
う
国
な
の
か
、
私

に
は
全
く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
―
つ
だ
け

「
危
な
い
場
所
」
と
い
う
認
識
だ
っ
た
の
で
初
め
て

帰
国
し
た
時
は
嬉
し
く
て
、
嬉
し
く
て
は
し
ゃ
ぎ
回

り
ま
し
た
。
大
き
な
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
い
っ
ば
い
に
お

土
産
を
買
っ
て
き
て
く
れ
て
、
色
鮮
や
か
な
布
や
ブ

ル
カ
と
い
う
女
性
用
の
衣
装
、
初
め
て
見
る
も
の
ば

か
り
で
母
親
と
交
互
に
着
て
み
て
は
写
真
を
撮
り
ま

し
た
。
兄
が
撮
っ
て
く
る
何
百
枚
と
い
う
写
真
を
見

一
面
茶
色
の
景
色
に
少
し
駕
き
ま
し
た
が
現
地

の
人
々
が
や
さ
し
い
笑
顔
を
し
て
い
た
の
で
少
し
安

心
し
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
で
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
ニ
ュ

ー
ス
を
や
っ
て
い
て
も
怖
く
て
見
る
事
が
出
来
ず
い

つ
も
目
を
そ
ら
し
て
い
ま
し
た
。
兄
も
家
族
が
心
配

す
る
よ
う
な
話
は
一
切
し
な
か
っ
た
の
で
、
私
は
い

つ
の
間
に
か
兄
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
い
る
こ
と
に

慣
れ
、
兄
弟
の
中
で
も
一
番
頑
丈
で
、
生
き
る
力
の

強
い
兄
に
安
心
し
き
っ
て
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

あ
ま
り
に
突
然
で
し
た
。

八
月
二
十
七
日
。
昨
日
か
ら
全
く
眠
る
事
が
出

来
ず
、
不
安
と
焦
り
で
疲
れ
果
て
少
し
横
に
な
ろ

う
か
と
し
た
時
、
中
村
先
生
か
ら
電
話
が
き
ま
し
た
。

淡
々
と
静
か
に
相
槌
を
う
っ
て
い
た
父
親
が
一
度
だ

け
驚
い
た
よ
う
な
声
を
出
し
ま
し
た
。
嫌
な
予
感
が

し
て
側
に
い
る
事
が
出
来
ず
隣
の
部
屋
に
逃
げ
ま
し

9

J

o

 

f
 と
て
も
長
い
会
話
で
し
た
。
電
話
が
終
わ
る
の
が

わ
か
っ
て
恐
る
恐
る
父
親
に
近
づ
き
ま
し
た
。

「
み
い
ち
ゃ
ん
お
兄
ち
ゃ
ん
だ
め
だ
っ
た
」

今
回
の
こ
と
で
た
く
さ
ん
の
方
に
助
け
て
頂
い
て

心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
毎
日
毎
日
い
ろ
ん
な
感

情
が
湧
い
て
き
て
何
も
か
も
嫌
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
で
も
そ
ん
な
中
で
も
変
わ
ら
ず
に
あ
る
ニ

つ
の
信
念
。
「
両
親
よ
り
絶
対
に
長
生
き
す
る
こ
と
」

「
弟
と
何
十
年
先
に
な
る
か
わ
か
ら
な
い
け
ど
必
ず

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
地
を
訪
れ
る
こ
と
」
。
今
の
私

て、
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の
精

一
杯
で
す
。
私
は
私
の
家
族
が
大
好
き
で
、
お

兄
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
で
、
だ
か
ら
あ
ま
り
に
も
現
地

の
人
や
子
供
達
に
親
し
ま
れ
て
い
た
話
ば
か
り
を

聞
い
て
少
し
や
き
も
ち
を
妬
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、

現
地
に
い
た
ワ
ー
カ
ー
の
方
が
家
に
来
て
「
妹
さ
ん

の
話
も
し
て
い
ま
し
た
よ
」
と
声
を
か
け
て
く
だ
さ

っ
た
時
は
本
当
に
娼
し
か

っ
た
で
す
。
最
悪
の

一
週

間
、
誰
も
が
限
界
を
超
え
て
い
て
大
好
き
な
家
族
が

バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
不
安

で
し
た
。
い
く
つ
か
の
新
聞
で
父
親
が
気
丈
に
対
応

し
て
立
派
だ

っ
た
と
載

っ
て
い
ま
し
た
が
、

記
者
の

前
だ
け
で
な
く
家
族
の
前
で
も
和
也
を
守
る
為
、
家

今年もカレンダーの販売が始まりました。今回のテーマは「蒻

馬」。現地で貴重な労働力として、また移動民たちの旅の友と

して、さらに稼れのない無垢で純粋な魂の象徴として愛され

る馳馬の姿を描いています。画は会報表紙画をご提供いた

だいている甲斐大策さんです。同封のハガキでふるってこ‘注

文ください（ご友人、知人へのプレゼントも承ります）。

平
成
二
十
年
十
月
十
六
日

族
を
守
る
為
父
親
は
気
丈
で
し
た
。
誰
よ
り
も
苦
し

く
て
辛
く
て
大
声
で
泣
き
た
か
っ
た
は
ず
で
す
。
有

難
い
事
に
私
に
は
私
の
こ
と
を
一
番
に
理
解
し
て
く

れ
る
弟
が
い
ま
す
。
そ
の
弟
と
一
緒
に
こ
れ
か
ら
両

親
の
こ
と
を
し

っ
か
り
支
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す。
最
後
に
ひ
と
つ
だ
け
欲
を
言
え
ば
「
お
兄
ち
ゃ
ん

も
う
一
度
逢
い
た
い
よ
」

お
母
さ
ん

れ
て
あ
り
が
と
う
ね
。

お
父
さ
ん
、

二
人
兄
弟
に
産
ん
で
く
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世
界
の
気
候
温
暖
化
を
ど
う
し
た
も
の
か
、
と
い
い
つ
つ
車

，
 

ぶ

は
走
り
、
そ
の
売
れ
行
き
の
悪
さ
を
温
暖
化
の
何
倍
も
切
実
に

T

｀
 

T
 

4

憂
え
る
、
我
々
ひ
と
し
く
勝
手
な
も
の
で
あ
る
。

＇ ↑
南
北
両
極
氷
原
の
縮
小
、
氷
河
の
後
退
、
白
熊
と
ペ
ン
ギ
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の

T

3
 

♦
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運
命
を
案
じ
つ
つ
、
ひ
ね
る
と
湯
が
出
る
有
難
さ
、
我
々
自
身
に

T

ふ

T

•
i
迫
る
危
機
と
し
て
地
球
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の
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も
成
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は
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悲
し
い
言
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を
何
度
耳
に
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こ
と
だ
ろ
う

。

そ
れ
も
一
九
七

ふ

0
年
代
だ
っ
た
。
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の
雪
を
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い
た
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い
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冬
、
新
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，
 

ぶ

ぇ
、
そ
れ
と
谷
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残
る
雪
形
を
あ
わ
せ
、
春
の
水
を
占
っ
て
い
た
。

T
~. 

「
あ
の
雪
で
は
、
来
年
は
十
万
人
の
赤
ン
坊
が
死
ぬ
。
」
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ミ
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の
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道
に
沿
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生
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る
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系
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ザ
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-フ
の
長
老
の
言
だ
っ
た
。
そ
の
言
葉
に
つ
い
で
必
ず
聞
か
さ
れ

た
の
は
、
外
国
か
ら
の
援
助
が
一
部
の
人
々
に
よ
っ
て
横
流
し

t
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さ
れ
る
、
特
定
の
民
族
の
み
が
う
る
お
う
、
と
い
う
話
だ

っ
た
。
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旅
す
る
た
び
に
耳
に
し
た
こ
れ
等
の
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か
ら
三
十
余
年
、
ア

t
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フ
ガ
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し
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、
人
間
が
生
き
て
い
く
条
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件
が
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転
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く
、
自
由
、
平
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、
民
王
の
美
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響
き
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さ
え
、
そ
れ
等
が
欧
米
の
都
合
で
掲
げ
ら
れ
る
時
、
日
々
、
無
奉
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の
人
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が
生
命
を
散
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す
現
実
が
あ
る
の
を
、
と
な
え
る
み
た

土ぶ
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い
に
我
々
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自
ら
に
い
い
き
か
せ
る
必
要
が
あ
る
。
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元
凶
は
、
誰
も
が
口
に
し
た
が
ら
な
い
が
、
明
ら
か
だ
ろ
う
。
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無
節
操
で
独
り
よ
が
り
な
欧
米
近
代
そ
の
も
の
で
あ
る
。
有

T

ふ

形
無
形
を
問
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ず
、
近
代
と
い
う
振
子
を
欧
米
の
支
点
で
強
引

Tt
 

ぶ

に
振
り
つ
づ
け
た
今
日
、
そ
の
振
子
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
戻
っ

：

ふょ

て
く
る
、
そ
の
こ
と
を
知
る
べ
き
だ
ろ
う
。
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何
か
ら
始
め
れ
ば
良
い
か
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問
い
に
は
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あ
る
。
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朕者、盟甘嘉，0円
用水路を拓く
アフガンの大地から

世界の虚構に挑む
●養老孟司氏絶賛 用水路建設事
業の7年をつづった感動の記録

●
事
務
局
便
り

丸腰のポランティア
すべて硯場から学んだ
中村哲編

空爆と「復興J【2刷］1890円

辺境で診る
辺境から見る

ダラエ・ヌ―ルヘの道
【3刷】2100円

医者井戸を掘る柑嘉怜

医は国境を越えて ら需）円
ペシャワールにて 嵩）円

【2刷】1890円

[3刷】1890円

這
語
〖

匹
物ー

者
の
愚珈毛
籟

福岡市中央区渡辺通2-3-24
石風社電話092(714)4838

アフガニスタンの
60叩診療所から

筑摩書房 東京都台東区蔵前~-6-4
電話03(5687) 2670 

価格はすべて税込価格（税5%）です

＊
中
村
医
師
か
ら
の
報
告
に
は
、
胸
が
熱
く
な
っ
た
。

用
水
路
工
事
も
本
水
路
に
分
水
路
、
ガ
ン
ベ
リ
ー
砂
漠
直
前
の

難
工
事
も
着
々
と
進
み
、
自
立
定
着
村
の
外
壁
工
事
に
防
風
林
、

防
砂
林
の
植
林
事
業
も
滞
り
な
く
、
さ
ら
に
は
マ
ド
ラ
サ
、
寄
宿

舎
、
モ
ス
ク
も
来
春
に
は
完
成
す
る
と
い
う
0

1
0
0
人
の
職
員
と

五
0
0
人
の
作
業
員
を
一

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
エ
リ
ア
の
中
で
監
督
し
、

給
料
支
払
い
を
含
め
た
諸
事
を
視
野
に
入
れ
て
の
大
車
輪
で
あ
る
。

迫
り
来
る
旱
魃
と
寒
波
の
前
で
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
数
百
万
の

人
々
が
飢
餓
の
巷
に
あ
る
。
ぬ
く
ぬ
く
と
日
本
で
暮
ら
す
身
に
は

実
感
で
き
な
い
危
機
感
の
な
か
で
、
中
村
先
生
が
仁
王
立
ち
に
な
っ

て
い
る
姿
だ
け
が
見
え
る
。
自
衛
隊
派
遣
を
議
論
す
る
政
治
家
に

は
、
何
を
語
っ
て
も
実
情
は
伝
わ
ら
ぬ
と
い
う
苛
立
ち
を
感
じ
な
が

ら
も
、
参
議
院
の
外
交
防
衛
委
員
会
で
は
、
「
戦
争
ど
こ
ろ
で
は
な

い
。
間
題
は
、
水
と
食
料
だ
」
と
意
見
を
述
べ
る
た
め
に
帰
国
し
た
。

「
先
生
、
と
に
か
く
無
理
せ
ん
で
下
さ
い
。
私
も
近
い
う
ち
に
現

場
に
行
き
ま
す
か
ら
」

慌
た
だ
し
く
現
地
に
戻
る
中
村
医
師
に
言
え
た
言
葉
は
、
そ
れ

だ
け
だ
っ
た
。

日
本
人
ワ
ー
カ
ー
の
引
き
揚
げ
に
よ
り
、
現
地
で
は
少
な
か
ら

ず
不
安
が
広
が
っ
た
と
思
え
る
。
し
か
し
、
中
村
医
師
か
ら
の
メ
ー

ル
に
よ
る
と
、
現
地
職
貝
・
作
業
員
共
に

P
M
S
事
業
は
自
分
た

＠
村
か
ら

p
 

ち
の
死
活
問
題
と
捉
え
、
志
気
は
上
が
っ
て
い
る
と
い
う
。
私
達
も

ね
ば
り
強
い
事
業
の
継
続
に
よ
っ
て
、
「
現
地
へ
の
責
任
」
を
果
た
し

て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

＊
伊
藤
君
を
偲
ぶ
写
真
展
が
故
郷
掛
川
を
皮
切
り
に
始
ま
っ
た
。

伊
藤
君
の
生
い
立
ち
の
写
真
、
現
地
で
の
活
動
風
景
、
本
人
撮
影

の
写
真
併
せ
て
五

0
点
が
展
示
さ
れ
、
十
一
日
間
で
の
総
入
場
数

は
七
六
一
四
人
で
あ
っ
た
。
会
場
は
予
想
以
上
の
入
場
者
数
と
熱
気

で
、
伊
藤
君
の
人
柄
と
活
動
の
実
績
が
、
幅
広
い
人
々
に
強
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
な
っ
て
刻
印
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
と
し
て
は
、
来
年
三
月
よ
り
全
国
で
写
真
展
を
開

い
て
行
き
ま
す
。
開
催
要
領
に
つ
い
て
は
、
事
務
局
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

深い悲しみに沈んだ気分で、日々の活動が進行していっ

た。その我々を見守ってくれたのは、事務局に飾られた伊

藤和也さんの笑顔の写真であり、彼が撮った菜の花畑に遊

ぶ子ども達の写真であった。我々は、この写真たちに勇気

と希望を与えられた。年が明けた三月の「アフガンに緑の

大地を伊藤和也追悼写真展」の準備を急いでいる。彼

の未完の意志がより良く表現されるよう全力をあげて取

り組んでいる。この写真展の作業を通して我々は、胸の奥

深く彼の志を刻み込んでゆくだろう。ヒンズークシの山々

に、やさしい雪が降ることを祈りながら。(R)

お三名へ⑨に⑧会⑦動⑥ う 意⑤会会費〇④え③目動活辺②本ム本①本ム云 会
く号一〒本つ の本を本゜エ 〇会合 的と動境
゜油丁八会い毎年運会報会 夫貝を〇員い本会ととな州
〇目一のて一営は告は しは納円は←はすもどなはの

九一〇事報告回を若す会報 てそ入 ‘年額の ‘るにをら ‘称名
ニo I務 総行干る 自れす維 精思°ワ支び中 則
七I I o局す会う名゜を 由ぞる持三神想 l 援に村を
二 0 をるを°の 発 なれ゜会‘で・ ヵしア哲ペ
＝百四 F o 開 理 行 や可 員〇ー信条 l‘ フ医シ
ニー A き事し り能一〇致 の必ガ師ヤ
I上 R ‘ 、 ‘ 方な 0 0 しに 派要二のワ
一村福 A 事 皿臨 ム云 で範 ‘円てと 皿、主 tょスパ l
□第岡 H 業 事 報 支囲 0‘ 会ら を情タキ lレ
玉＝市 0 ぉ を を 援で 〇学を［ 行宜ンス会
ービ中 U ょ 通活 ‘0生運 ぅ．で夕と
ご Jレ央 S び 選 じ 動自 円会営ず、 こ募金 のンす
内六区 E 会 任し て をら の員すー支 と 医北る
に 0 大 計 、 活 行創 年—ヽ る゚ を活療西 ゜
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